

































　ここでは、有意差の検定の典型的な特徴を有しているとも言える t 検定を取り上げ、 t
検定の適用において仮定されている事柄を明確化していくことにする。


















































　 t 検定は t 分布という確率分布を使った検定である。 t 分布のもとになっているのは、
正規分布という確率分布である。正規分布する母集団の標本平均の分布も正規分布するが、
標本平均の分布の得点を標準化する式における母分散を、その不偏推定値に置き換えた式
による得点の分布は t 分布になる。そして、正規分布する 2つの母集団の平均値の差が 0
であり、かつ分散が等しいとき、標本の平均値の差を標準誤差の推定値で割った値がt分
布に従うことを利用して行うのがt検定である。
































2  ただ、母集団が正規分布しなければ t 検定の使用が認められない、というわけではない。母集団が正規分布
しなくても標本の個数が大きくなるにつれて、標本平均の分布が正規分布に近づいていくことが知られてい
る（中心極限定理）ことから、たとえ母集団が正規分布でなくても t 検定の適用はある程度可能である。
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帰無仮説の仮定
　 t 検定を行う場合の帰無仮説は「母集団の平均値には差がない」というものである。そ
してその帰無仮説のもとで、実験で得られた測定値の平均値間の差と標準誤差の推定値と
から、ｔの値を算出し、その値が t 分布の中でどのくらいの確率で生じうるのかを調べる。
そして、その確率が極めて小さいものであることが確認できたら、帰無仮説を棄却し、「母
集団の平均値には差がある」という対立仮説を採択する。そして、測定値の平均値間には
有意差があるとし、平均値における差は偶然に生じた差ではなく母集団でも差があること
を反映した差である、と判定するのである。よって帰無仮説は、「母集団の平均値には差
がある」という対立仮説の妥当性を立証するための仕掛けのようなものである。母集団の
平均値には差がある、と言うための根拠を合理的に示すために、母集団の平均値には差が
ない、という仮説が成り立つ可能性の低さを示し、それに基づいて帰無仮説を棄却するこ
とによって母集団の平均値には差があることの根拠とするのである。
　ここで、帰無仮説における「母集団の平均値には差がない」ということは、 2つの母集
団の平均値が全く同一である、ということである。しかし、実際にはそのようなことはま
ず起こりえない。したがって、実際には起こりえない場合を起こりうるものと仮定し、そ
の仮定のもとでの測定値の平均値間の差の生じにくさを示しているのである。すなわち、
ここに「母集団の平均値には差がない場合がありうる」という仮定が設けられているので
ある。
有意差検定の意義
　以上のように、 t 検定による有意差の検定には、測定値の尺度に関する仮定、母集団に
関する仮定、標本抽出に関する仮定、帰無仮説に関する仮定、などいくつもの仮定が含ま
れている。検定の結果はいくつもの仮定を設けたうえで引き出された結論であり、仮定す
ることが正しいという前提のもとで有効な知見なのである。その点から言えば、データに
見られる差やそれに対する検定結果はあくまでも暫定的なものと言わざるをえない。
　有意差の有無を検定することの意義は、データに見られる条件間の差を不用意に一般化
することを避けることであろう。母集団では全く差がない、という帰無仮説のもとでもあ
る程度の確率で生じうる差であれば、そのような差は偶然に生じうる差である可能性を排
除できない、ということである。ある程度の確率の下限を、心理学で通常採用される基準
である 5％にするのが適当かどうかは議論の余地があるが、偶然に生じた差である可能性
をなるべく厳格に排除することは必要であろう。数値上は差が見られていても、それはあ
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くまでも標本に見られる差であって、それだけを根拠に母集団のことに一般化して論じる
のは適当ではない。その標本に偶然に生じた差であれば、母集団に当てはめることはでき
ない。そこで検定を行うことにより、偶然に生じた可能性を排除できない結果については、
母集団への一般化を見合わせることにするわけである。
理論の利用
　正規分布も t 分布も、関数式によって定義される理論上の分布である。そして、検定に
おいては、実験や調査によって得られた実際の測定値の集まりに、理論上の分布を当ては
めることによって、実際の測定値に表れていることの意味を推測しようとするのである。
　このようなことは、実は、研究活動の多くに共通する営みである。もちろん、現実の有
様を観察することは研究において重要な営みである。そして、現実の有様をよく観察する
ことによって、表面に表れていないことについてある程度推測することも可能であろう。
しかしながら、その推測は長年の経験や直観だけを頼りに行うのではなく、理論を当ては
めることによって行うこともできる。すなわち得られた観察結果に何らかの理論を当ては
めることによって、観察結果だけからは分からないことを、推測することができるのであ
る。もちろん、理論は人間が思考活動によって作り出したものである。したがって、現実
と合っていない部分や現実とズレている部分があるのは当然である。理論を当てはめて得
られた推測が間違っていることも十分にありうる。しかし、それでもなお、現実に理論を
当てはめることによって得られる推測の価値は多分にある。理論と現実は異なる、そのこ
とを承知の上で、現実の観察だけでは分からないことを推測するために理論が用いられる
のである。
　それと同じことが統計的検定でも行われている。正規分布や t 分布といった理論上の分
布を、現実の測定値の集まりに当てはめることによって、測定値に表れている事柄の意味
を推測するのが、統計的検定の本質的な意義である。 t 検定とは異なり、母集団が正規分
布することを前提としないノンパラメトリック検定も数多く考案されている。それらの検
定では母集団の正規分布についての仮定は不要になるが、それでもなお、帰無仮説の棄却
は、標準正規分布やχ2分布、その他何らかの確率分布を用いてなされる。現実の測定値
の集まりの意味しているものを、理論を用いて推測するという点は、ノンパラメトリック
検定の場合にも共通していると言えるであろう。
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尺度の問題
　心理学のデータ解析において、 1つの大きな課題と思われるのは、測定値の尺度の問題
である。 t 検定や分散分析といった心理学でよく用いられる検定法は、測定値が間隔尺度
以上の尺度によるものであることが条件である。その条件を満たすため、心理学の実験や
調査ではさまざまな工夫や努力がなされている。人間の行動や内面を数量的に測定するた
めの工夫や努力を最も熱心に行っている学問はおそらく心理学であると言ってもよいかも
しれない。しかし、たとえそうであっても、心理学の実験や調査で得られた測定値は間隔
尺度としての条件を十分に満たしているとは言い難いのも事実である。そのため、 t 検定
や分散分析を行う際には、間隔尺度による測定値であることをあくまでも仮定して行って
いるのである。
　その点に関し、ノンパラメトリック検定の多くは、順序尺度や名義尺度による測定値に
適用できる検定である。しかし、ノンパラメトリック検定は概して有意差の検出力が低く、
また、順序尺度や名義尺度による測定値は、間隔尺度による測定値に比べてデータの示す
内容の情報量が少なくなる。そのようなことを嫌って、多くの場合、間隔尺度としての条
件を必ずしも満たしていないにも関わらず、間隔尺度によるデータであることを仮定して
検定を行っているのである。このことは十分に承知しておくべきことであろう。
　検定を行う以前に、平均値や標準偏差などの基本的な統計量の算出さえも、本来、間隔
尺度以上の尺度による測定値でなければ認められない。そして、心理学の実験や調査で得
られた測定値の大部分がその条件を必ずしも満たしていない、とするならば、人間の行動
や内面を数値で表すことや、それに基づいて何らかの合理的な結論を引き出すことが、い
かに難しいことかを十分にわきまえることも重要であろう。安易なやり方で数値化して、
その数値を一人歩きさせたり、その数値だけで簡単に人間の行動や性質を評価したりする
ことは、可能な限り慎むべきではないであろうか。
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